
　

総
代
会
に
先
立
ち
、
議
案
書
説

明
会
を
各
地
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
各
支
部
・
地
区
の
総
代

代
表
者
と
理
事
の
四
六
名
が
参
加

第44回 通常総代会

し
、
田
村
清
総
代
を
議
長
に
選
出

し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、

感
染
対
策
の
た
め
昨
年
同
様
、
総

代
会
の
規
模
を
縮
小
し
て
行
う
こ

と
に
な
り
、
総
代
に
は

書
面
議
決
書
に
よ
る
議

決
権
の
行
使
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

國
井
専
務
理
事
よ
り

議
案
一
括
提
案
（
詳
細

は
二
面
）
が
あ
り
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
代
会
特
別
決
議

『
暴
力
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー

ム
を
止
め
よ
う
！
』
を

国
政
啓
子
総
代
よ
り
提

案
さ
れ
、
拍
手
を
も
っ

て
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
案
採
決
後
、
第
一

回
理
事
会
に
て
、
三
役

体
制
及
び
代
表
理
事
選

定
に
よ
り
、代
表
理
事
・

理
事
長
に
菅
家
新
氏
、

副
理
事
長
に
鈴
木
英
司

氏
、
本
藤
と
し
子
氏
、

長
谷
部
弘
氏
、
代
表
理

事
・
専
務
理
事
に
國
井

勝
義
氏
、
顧
問
に
伊
東

達
也
氏
、
矢
吹
道
徳
氏

を
選
定
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

継
続
し
た
地
域
医
療
・
介
護
を

提
供
し
、地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る

事
業
所
づ
く
り
を

　
二
〇
二
二
年
六
月
二
六
日
、
第
四
四
回
通
常
総
代
会
を
い
わ
き

新
舞
子
ハ
イ
ツ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
九
九
四
年
三
月
の
理
事
就

任
以
来
、
ご
支
援
・
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
頂
き
ま
し
た
、
地
域

の
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
役
職
員

の
皆
様
に
は
、
衷
心
よ
り
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
振
り

返
れ
ば
、
一
九
六
六
年
大
学
入

学
と
同
時
に
大
学
生
協
の
総
代

に
選
出
さ
れ
、
そ
の
後
組
織
部

員
を
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
や
が
て
二
四
年
を
経
て
、

再
び
生
協
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
、
日
生
協
や
医
療
生

協
・
民
医
連
の
役
員
に
就
任
し

て
い
た
当
時
の
先
輩
・
同
僚
の

方
々
か
ら
、
指
導
と
援
助
の
手

を
差
し
延
べ
て
頂
い
た
こ
と
に
、

　

こ
の
度
、
理
事
長
を
仰
せ
つ

か
っ
た
菅
家
新
で
す
。
私
に
は

任
の
重
い
役
職
で
す
が
、
出
来

る
限
り
の
こ
と
は
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
高
校
教
育
や

教
職
員
組
合
を
通
し
て
労
働
運

動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
ら
の
視
点
は
「
高
校

生
」
や
「
労
働
者
」
か
ら
の
も

の
で
し
た
。
そ
れ
が
、
今
度
は

改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
が
学
生
生
活
を
送
っ
た
一

九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七

〇
年
代
は
、
今
は
消
滅
し
た
総

評
や
社
会
党
、
そ
し
て
共
産
党

の
革
新
勢
力
が
統
一
戦
線
に
よ

り
、
大
き
な
政
治
的
力
を
発
揮

し
、
全
国
で
革
新
自
治
体
が
誕

生
し
、
人
口
の
過
半
数
を
占
め

た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
保
守
政
権
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
過
酷
な
戦
争
体
験
を

持
つ
選
良
は
、
日
本
国
憲
法
の

平
和
主
義
を
尊
重
し
、「
専
守

防
衛
」
を
国
是
と
し
、「
軽
武

装
・
経
済
国
家
」
を
柱
に
、「
所

「
医
療
」
を
中
心
に
し
た
市
民

運
動
に
変
わ
り
ま
し
た
。
労
働

運
動
で
は
「
八
時
間
働
け
ば
ふ

つ
う
に
暮
ら
せ
る
社
会
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
た
が
、
今

度
は
「
健
康
で
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と

な
り
ま
す
。
言
葉
は
違
い
ま
す

が
、
内
容
は
同
じ
で
す
か
ら
、

取
り
組
み
の
移
行
も
ス
ム
ー
ズ

に
行
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
浜
通
り
医
療
生

協
運
動
の
成
果
を
引
き
継
ぐ
こ

得
の
再
分
配
」
を
実
施
し
、「
国

民
総
中
流
化
」
を
目
指
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
竹
中
平
蔵
を
政

策
ブ
レ
ー
ン
と
す
る
小
泉
内
閣

以
降
、
弱
肉
強
食
の
「
新
自
由

主
義
」
に
よ
る
政
治
は
、
戦
後

政
治
の
転
換
を
も
た
ら
し
、「
格

差
社
会
」
を
出
現
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。「
徳
利
型
社

会
」
か
ら
「
砂
時
計
型
社
会
」

へ
の
変
貌
で
す
。
医
療
崩
壊

も
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
今

こ
そ
主
権
者
と
し
て
の
権
利
を

行
使
し
、「
地
域
に
民
力
の
砦
」

を
構
築
す
べ
き
時
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
組
合
員
の
一
員
と
し

て
、
地
域
で
引
き
続
き
、
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。「
生
命
と
生

活
＝
い
の
ち
と
く
ら
し
」
を
護

る
た
め
に
。

　

永
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

と
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
を
よ

り
発
展
的
な
運
動
お
よ
び
運
動

組
織
体
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

行
く
の
が
私
の
仕
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
若
い
職
員
の
中
か
ら

浜
通
り
医
療
生
協
の
「
担
い
手

づ
く
り
」
が
発
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
若
者
か
ら
担
い
手
づ
く
り

の
話
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
は

頼
も
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

生
協
活
動
の
原
点
で
も
あ
る
組

合
員
同
士
の
交
流
の
場
「
居
場

所
づ
く
り
」
の
運
動
も
提
起
さ

れ
て
い
ま
す
。運
動
に
大
変
さ
・

苦
し
さ
は
つ
き
も
の
で
す
が
、

私
も
努
力
し
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
さ
ら
な
る
ご
協
力

も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
自
由
主
義
に
抗
し
て
、

　
　
地
域
に
民
力
の
砦
を

一
層
生
き
が
い
の
あ
る
楽
し
い

医
療
生
協
運
動
が
で
き
る
よ
う
に

前
理
事
長　

矢
　
吹
　
道
　
徳

新
理
事
長　

菅
　
家
　
　
　
新

総代会開催

理
事
長
退
任
あ
い
さ
つ

理
事
長
就
任
あ
い
さ
つ

























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憲法第九条
戦争の放棄

１�　日本国民は、正義と秩序を基
調とする国際平和を誠実に希求
し、国権の発動たる戦争と、武
力による威嚇又は武力の行使は、
国際紛争を解決する手段として
は、永久にこれを放棄する。 
２�　前項の目的を達するため、陸
海空軍その他の戦力は、これを
保持しない。国の交戦権は、こ
れを認めない。

発行　浜通り医療生活協同組合　　編集　機関紙編集委員会
〒971－8151 いわき市小名浜岡小名字山ノ神40

組織部 92-3099　FAX 92-3105
ホームページ　https://www.hamadori-coop.jp

一人は万人のために、万人は一人のために

2022 年 7・8 月　第 269 号2022 年 7・8 月　第 269 号

浜通り医療生協ニュース
私たちの現況

（2022年５月31日現在）

組 合 員 数

出資金総額

一人当たりの平均

14,420人

5億780万円

35,215円

「わたしのとっておき！の写真」を紹介していただける方を大募集♪　メール：info@hamadori-coop.jpまで



第
44
回
通
常
総
代
会
報
告

議
決
さ
れ
た
議
案

　

医
療
事
業
、
介
護
事
業
、
組
合
員
事
業
を
三
本
の
柱
と
し
、

活
動
す
る
「
中
期
計
画
」。
し
か
し
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

確
固
た
る
経
営
基
盤
の
確
立
が
必
須
と
考
え
る
。

　

健
全
な
経
営
に
向
け
て
、経
営
基
盤
の
強
化
確
立
の
た
め
、

二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
期
間

と
す
る
以
下
の
「
経
営
計
画
」
に
取
り
組
む
。

１�

、
医
福
連
や
民
医
連
の
方
針
に
沿
っ
て
、
進
め
て
行
く
。

２�

、
必
要
利
益
確
保
に
向
け
て
、
事
業
収
益
の
拡
大
と
事
業

利
益
確
保
の
た
め
、
更
な
る
病
床
再
編
と
事
業
展
開
、
組

織
編
成
に
取
り
組
む
。

３�

、
組
合
員
拡
大
と
継
続
し
た
出
資
金
増
資
活
動
の
強
化
に

取
り
組
む
。

４�

、
健
全
な
経
営
を
目
指
し
、
短
期
借
入
金
の
返
済
計
画
の

策
定
と
実
行
に
取
り
組
む
。

５�

、
全
職
員
・
組
合
員
参
加
の
開
か
れ
た
経
営
を
め
ざ
し
て

い
く
。

医福連の
全国４課題 2021目標 2021到達 目標比% 2022目標

仲間ふやし 800人 431人 53.8% 800人

出資金ふやし 5,000万円 3,068万円 61.3% 5,000万円

班づくり
班数 10班 0班 0% 10班

班会 1,200回 1,094回 91.1% 1,200回

担い手ふやし 延べ200人 延べ20人 10% 延べ200人

経
営
計
画

�

（
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
三
年
）

第
１
号
議
案　
二
〇
二
一
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
・
剰

余
金
処
分
並
び
に
監
査
報
告

　

國
井
専
務
理
事
が
議
案
を
一

括
提
案
し
た
。

第
２
号
議
案　
二
〇
二
二
年
度

事
業
計
画
・
予
算

　

五
つ
の
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
む
。

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
徹
底
に
よ
り
、
患

者
・
利
用
者
・
職
員
と
事
業

所
を
守
り
、
継
続
し
て
地
域

医
療
・
介
護
が
提
供
で
き
る

体
制
を
維
持
す
る
。

②�

法
人
目
標
や
地
域
の
要
求
に

応
え
る
た
め
、
健
全
な
経
営

基
盤
の
確
立
を
目
指
す
。

③�
住
民
団
体
と
し
て
、
活
動
を

見
え
る
化
す
る
。

④�

健
康
づ
く
り
を
通
し
て
、
く

ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
る
。

⑤�

憲
法
に
も
と
づ
く
平
和
で
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め

義
郎
氏
。
新
任
監
事
に
遠
藤
喜

一
氏
が
就
任
。
又
、
矢
吹
道
徳

氏
の
理
事
長
退
任
の
他
、
理
事

の
佐
藤
孝
夫
氏
、
半
澤
紘
氏
、

矢
吹
淑
子
氏
、
監
事
の
渡
部
登

氏
が
任
期
満
了
で
退
任
と
な
っ

た
。

第
５
号
議
案　
議
案
決
議
効
力

発
生
の
件

　

各
決
議
に
関
し
て
、
誤
字
等

修
正
す
べ
き
事
項
が
あ
っ
た
場

合
、
提
案
の
趣
旨
に
反
し
な
い

範
囲
で
字
句
等
の
修
正
を
行
う

こ
と
を
理
事
会
に
一
任
。

　

そ
の
後
、　

坂
本
特
定
監
事

よ
り
「
患
者
と
利
用
者
、
地
域

住
民
、
組
合
員
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
に
情
報
の
発

信
・
共
有
を
積
極
的
に
行
い
、

発
熱
外
来
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を

建
物
外
に
設
置
し
た
ド
ー
ム
や

車
中
を
利
用
し
て
対
応
し
、
予

防
接
種
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
に
向

け
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
策
を
講

じ
て
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診
・
利

用
控
え
が
多
く
、
収
益
不
足
か

ら
各
事
業
と
も
利
益
を
確
保
で

き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
地
域
医
療
・
介
護
を
守

る
機
関
と
し
て
、
更
な
る
利
益

の
確
保
に
向
け
て
努
力
さ
れ
る

よ
う
望
み
ま
す
。仲
間
ふ
や
し
、

出
資
金
ふ
や
し
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
班
活
動
の
制
限
が
続
き
、
さ

ら
に「
み
な
し
自
由
脱
退
処
理
」

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
加
わ

り
、
厳
し
い
結
果
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。「
命
の
選
択
」
に
つ

ざ
す
。

第
３
号
議
案　
役
員

報
酬
決
定
の
件

　

理
事
二
七
名
、
監

事
五
名
の
報
酬
総
額

範
囲
を
決
定
。
総
額

範
囲
内
に
お
け
る
各

役
員
報
酬
額
、
支
給

方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
、
理
事

会
、監
事
会
に
一
任
。

第
４
号
議
案　
役
員

選
任
の
件

　

理
事
及
び
監
事
全

員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
選
任
を
実
施
。

現
任
理
事
・
監
事
の

再
任
他
、
新
任
理
事

長
に
菅
家
新
氏
。
新

任
理
事
に
阿
部
直
美

氏
、
岩
井
眞
美
氏
、

藤
田
淳
三
氏
、
渡
辺

な
が
る
医
療
制
度
の
改
悪
を
改

め
さ
せ
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る

政
策
に
転
換
さ
せ
る
た
め
に
、

皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
監

事
所
見
が
あ
っ
た
。

議案採決の様子

上記のとおり報告いたします。
　2022 年 6 月 26 日

浜通り医療生活協同組合　　　
理事長　矢吹　道徳

第 54期浜通り医療生活協同組合
損 益 計 算 書
自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

単位：千円
【経常損益】
〔事業損益の部〕
　事業収益 1,911,265
　事業費用 1,780,997
　　事業総剰余金 130,268
　本部費 140,328
　　事業剰余金 △ 10,060

〔事業外損益の部〕
　事業外収益 81,232
　事業外費用 11,312
　　経常剰余金 59,860

【特別利益】

特別利益 5,969
特別損失 5,323
　税引前当期余剰金 60,506
　法人税等 18,073
　当期剰余金 42,433
　前期繰越剰余金 2,592
　当期末処分剰余金 45,025
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二
〇
二
〇
年
度
は「
第
一
次
中
期
計
画
」の
最
終
年
度
だ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
「
非
常

事
態
宣
言
」
等
の
行
動
制
限
が
出
さ
れ
、
事
業
活
動
・
組
合

員
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、多
く
の
積
み
残
し
課
題
、

継
続
課
題
を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
継
続
し
た
取
り
組
み

課
題
と
し
て
「
第
二
次
中
期
計
画
」
を
位
置
づ
け
る
。

Ⅰ　
組
合
員
活
動

　

①�

各
地
域
・
地
区
の
人
口
10
％
を
目
標
に
、
仲
間
ふ
や
し
、

担
い
手
づ
く
り
、
支
部
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

②�

安
定
・
継
続
し
た
活
動
を
維
持
す
る
た
め
、
出
資
金

目
標
を
六
億
円
に
設
定
し
、
中
期
三
年
間
で
純
増�

三
、〇
〇
〇
万
円
に
取
り
組
む
。

　

③�

各
地
域
・
地
区
の
他
団
体
・
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化

の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
む
。

　

④�

各
地
域
・
地
区
で
求
め
ら
れ
る
組
合
員
活
動
や
事
業
の

実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

　

⑤�

平
和
を
ま
も
り
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
活
動
に
取

り
組
む
。

Ⅱ　
医
療
・
介
護
事
業
活
動

　

①�

経
営
改
善
を
強
力
に
す
す
め
、
経
営
基
盤
確
立
に
向
け

取
り
組
む
。

　

②�

病
棟
再
編
を
含
め
、
研
究
・
検
討
に
取
り
組
む
。

　

③�

事
業
拡
大
に
向
け
取
り
組
む
。

　

④�

管
理
体
制
の
再
編
に
向
け
取
り
組
む
。

　

⑤�

地
域
連
携
、
医
療
、
介
護
の
連
携
に
向
け
取
り
組
む
。

　

⑥�

在
宅
医
療
・
介
護
・
支
援
の
強
化
に
向
け
取
り
組
む
。

　

⑦�

医
師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の
確
保
・
育
成

に
取
り
組
む
。

　

⑧�

社
会
福
祉
法
人
「
虹
の
会
」
と
の
更
な
る
連
携
強
化
に

向
け
取
り
組
む
。

　

⑨�

平
和
を
ま
も
り
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
活
動
に
取

り
組
む
。

○
支
部
の
部
（
30
人
以
上
）

　

神
白
支
部

　

泉
支
部

○
職
場
の
部

　

小
名
浜
生
協
病
院
一
階

　

せ
い
き
ょ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

○
個
人
の
部
（
５
人
以
上
）

�

※
敬
称
略　

順
不
同

北
ブ
ロ
ッ
ク

　

矢
吹　

道
徳

内
郷
・
好
間
支
部

　

根
本　

靖
子　
　

馬
上　

勇
孝

玉
川
支
部

　

矢
吹　

淑
子

神
白
支
部

　

左
近
司
愛
子

江
名
支
部

　

吉
田　
　

實　
　

関
口
多
賀
子

泉
支
部

　

白
土　

忠
男　
　

白
土　

直
美

　

清
信　

洋
子　
　

木
船　

利
恵

東
ブ
ロ
ッ
ク

　

鈴
木　

英
司

二
〇
二
一
年
度

仲
間
ふ
や
し
表
彰

（
支
部・班・個
人
）

個人の部・吉田實さん

支部の部・泉支部

職場の部・せいきょうクリニック

第
二
次
中
期
計
画

�

（
二
〇
二
一
年
～
二
〇
二
三
年
）

職
員

　

藤
原　

清
子　
　

藤
原
砂
由
利

　

齊
藤　

香
織　
　

門
馬　

晴
美

　

原
田
こ
ず
え　
　

若
原　

信
幸

　

草
野　

史
江　
　

鏑
木　

拓
実

　

黒
須　

茂
樹　
　

下
藤　

一
行

　

矢
渡　

和
江　
　

工
藤　

史
雄

　

立
石　

淳
子

　

佐
藤　

志
保

　

佐
藤　

賢
人

　

中
村　

文
乃

ウクライナ緊急募金
途中報告

　現在、浜通り医療生協ふくし活動委
員会はウクライナ緊急募金に取り組ん
でいます。
　みなさんの温かいご支援により、
121,840円（6/30現在）の募金が集ま
りました。
　引き続き８月末まで、紛争による直
接的・間接的な影響を受ける子どもた
ちをはじめ、最も支援を必要としてい
る子どもたちとその家族に支援を届け
るため、募金にご協力をお願いします。
� （ふくし活動委員会）
【募金箱設置場所】
クリニック受付・組織部出入口
※�各支部運営委員を通じて、組織部にお届け
でも可能です。

小名浜生協病院 ☎53-4374

付属せいきょうクリニック ☎53-4372

介護医療院 ☎53-4374

地域連携支援室 ☎53-4374

在宅福祉センター ☎92-2400

訪問看護ステーションかもめ ☎53-5190

通所リハビリテーション ☎73-8760

デイサービスセンター岡小名 ☎73-3900

ヘルパーステーション ☎92-2480

特別養護老人ホーム　にじの郷 ☎73-0266

事業所のご案内
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267 号クイズの答え … サポート　　当選者 … 清水洋子さん　遠藤紘子さん　千葉武男さん　小林康浩さん　廣嶋俊一さん

裁断ボランティアの活動は 
何ですか？

○○用のタオルを切る活動
　クイズ当選者には、まちかど健康チェックで場所
を提供していただいているマルトの商品券 1,000 円
を抽選で５名に贈呈します。
　みなさまのご応募お待ちしています。
　（当選時の宛先、ご住所をお忘れなく）

〆切は 2022年８月末日 消印有効
当選発表は 271 号にて

★☆読んでみてからクイズ269号☆★

応
　
募
　
先

はがきは…
971-8151
いわき市小名浜岡小名字山ノ神40
　医療生協ニュース「269号」係

電子メールは…
　info@hamadori-coop.jp
　題名を「269号クイズ応募」とお願いします



今
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
感
染
対
策
を
き
ち
ん
と
行
い
、
総
会
を
開
催
で

き
た
支
部
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
よ
う
す
を
お
伝
え
し
ま
す
♪

　

浜
通
り
医
療
生
協
は
組
合
員

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
今
回
ご
紹
介
し
ま
す
。

※�

感
染
対
策
の
た
め
、
一
回
あ

た
り
の
活
動
人
数
に
制
限
を

設
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

裁
断
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

月
一
～
二
回
、
寄
付
さ
れ
た

清
拭
用
の
タ
オ
ル
を
一
定
の
大

き
さ
に
切
る
活
動
で
す
。
感
染

対
策
上
、
清
拭
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
施
設
内
を
消
毒
す
る
た
め

の
布
は
た
く
さ
ん
必
要
な
の

で
、
タ
オ
ル
類
を
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
裁

断
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
力
に

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

折
込
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

偶
数
月
の
下
旬
頃
（
発
行
月

に
よ
り
変
更
あ
り
）
に
、「
浜

通
り
医
療
生
協
ニ
ュ
ー
ス
」
の

発
送
作
業
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
写
真

の
よ
う
な
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
中
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
裁
断
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
写
真
同
様
、
互
い
に
距
離

を
取
っ
て
黙
々
と
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

チ
ラ
シ
の
重
ね
合
わ
せ
や
封

入
作
業
等
簡
単
な
作
業
で
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
組
織
部
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

支
部
総
会
特
集

久世原・中山支部
■
開
催
日
／
4
月
15
日

■
場
所
／
久
世
原
集
会
所

■
人
数
／
15
名

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
例
年
実

施
し
て
き
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

バ
ス
ハ
イ
ク
、
健
康
体
操
な
ど

中
止
が
続
き
、
組
合
員
ど
う
し

の
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
支
部
総
会
も
少

人
数
で
内
容
も
簡
単
に
短
時
間

で
済
ま
せ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

参
加
し
た
人
は
、
み
ん
な
笑
顔

で
久
し
ぶ
り
に
お
し
ゃ
べ
り
に

も
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
あ
と
何
年
こ
ん
な
状
況
が
続

く
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
年
は
少
し
で
も
状
況
が
改
善

し
て
、
ま
た
み
ん
な
で
仲
よ
く

楽
し
く
色
々
な
活
動
を
続
け
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
感
じ
ま
す
。

�

（
支
部
長
　
本
藤
　
邦
夫
）

玉 川 支 部
■
開
催
日
／
５
月
30
日

■
場
所
／
若
松
屋

■
人
数
／
29
名

　
感
染
対
策
が
き
ち
ん
と
さ
れ

た
三
春
・
若
松
屋
で
支
部
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
感
染
対
策
で
活
動

自
粛
の
形
で
し
た
が
、
今
年
は

積
み
上
げ
た
知
見
や
ア
イ
デ
ィ

ア
を
生
か
し
て
、
支
部
活
動
の

広
が
り
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
い
う
目
標
を
み
な
さ
ん
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

月
二
回
の
青
空
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
っ
か
り
定
着
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

（
支
部
長
　
田
村
　
　
清
）

勿 来 支 部
■
開
催
日
／
５
月
11
日

■
場
所
／
勿
来
の
関
吹
風
殿

■
人
数
／
24
名

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
出
来
る
事

か
ら
と
の
思
い
で
、
去
年
秋
に

は
バ
ス
ハ
イ
ク
。
そ
し
て
二
年

ぶ
り
の
支
部
総
会
を
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総

会
で
は
、
鈴
木
英
司
さ
ん
の
講

話
の
他
、
ギ
タ
ー
生
演
奏
や
ビ

ン
ゴ
大
会
と
企
画
も
あ
り
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
、
今
後
も
浜
通
り
医

療
生
協
勿
来
支
部
の
活
動
に
励

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

�

（
支
部
長
　
国
政
　
啓
子
）

内郷・好間支部
■
開
催
日
／
６
月
９
日

■
場
所
／�

内
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

■
人
数
／
33
名

　
コ
ロ
ナ
禍
で
皆
さ
ん
が
参
加
す
る

行
事
が
無
く
、
感
染
予
防
を
し
な
が

ら
出
来
る
事
を
考
え
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
高
坂
ダ
ン
ベ
ル
班
で
骨

折
の
話
か
ら
骨
密
度
を
知
り
た
い
と

話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を

テ
ー
マ
に
健
康
講
話
を
入
れ
て
み
ま

し
た
。
骨
密
度
は
計
っ
た
事
が
無
い

人
が
多
く
、
実
際
に
測
定
し
て
も
ら

え
、
骨
密
度
を
上
げ
る
為
の
食
事
栄

養
の
取
り
方
、
そ
し
て
運
動
の
仕
方

を
リ
ハ
科
の
職
員
に
教
え
て
も
ら

い
、
無
理
せ
ず
出
来
る
運
動
に
皆
さ

ん
は
り
き
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
総
会
の
方
は
行
事
も
少
な
く
簡
単

に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
運
営
委
員
の

数
が
少
な
く
、
一
緒
に
活
動
で
き
る

方
を
募
集
し
な
が
ら
、
次
年
度
の
活

動
を
決
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

�

（
支
部
長
　
根
本
由
美
子
）

2022年５月13日のボランティアのようす

2018年12月18日のボランティアのようす

ボランティア
紹介

折込
ボランティア

裁断
ボランティア
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